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■ 科学技術・学術政策研究所
「博士人材データベース（JGRAD）を用いたキャリアパス等に関する意識調査ーJGRADアンケート2018結果報告ー」(2019年)

１．博士課程に関するデータ －①博士課程進学者の意識

1回答者：博士学生計1,920人、うち「理学」393人、「工学」780人



■ 科学技術・学術政策研究所
「博士課程在籍者のキャリアパス等に関する意識調査ーフォーカス・グループ・インタビューからの考察ー」(2017年)

2
回答者：博士学生計22人、うち「情報／数学」6人

１．博士課程に関するデータ －①博士課程進学者の意識
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■ 文部科学省 中央教育審議会大学分科会
「2040年を見据えた大学院教育の体質改善～社会や学修者の需要に応える大学院教育の実現～関連データ」(2018年)

１．博士課程に関するデータ －①博士課程進学者の意識
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■ 科学技術・学術政策研究所
「日本の理工系修士学生の進路決定に関する意識調査」(2009年)

回答者：12大学の理工系修士学生計2,531人

１．博士課程に関するデータ －①博士課程進学者の意識



進学者, 0.5%

就職者（正規の職
員等）, 59.0%

就職者（正規
の職員等でな
い者）, 13.3%

一時的な仕事に
就いた者, 4.2%

就職も進学もして
いない者, 18.3%

その他, 4.7%

博士課程（工学（その他））の卒業後進路

博士課程（全分野）の卒業後進路

※ 文部科学省 学校基本調査の情報より事務局作成。

１．博士課程に関するデータ ー②博士課程修了者の進路状況
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博士課程（理学（数学））の卒業後進路

就職者（正規の職
員等）, 32.5%

就職者（正規
の職員等でな
い者）, 24.9%一時的な仕事に

就いた者, 7.1%

就職も進学もして
いない者, 24.3%

その他, 11.2%



（参考） 文部科学省 学科系統分類表より関係個所抜粋

6
※ 強調は事務局にて付記。

１．博士課程に関するデータ ー②博士課程修了者の進路状況
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■ 科学技術・学術政策研究所
「民間企業の研究活動に関する調査報告2019」(2020年)

調査対象：資本金1億円以上の企業計2,012社

※ 強調は事務局にて付記。

１．博士課程に関するデータ ー②博士課程修了者の進路状況
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■ 科学技術・学術政策研究所
「民間企業の研究活動に関する調査報告2019」(2020年)

１．博士課程に関するデータ －③企業の視点

※ 強調は事務局にて付記。
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■ 野村総合研究所
「博士課程進学の環境を改善するためのノンアカデミック・キャリアパスの調査」(2010年)

１．博士課程に関するデータ －③企業の視点



10

■ 文部科学省 中央教育審議会大学分科会
「2040年を見据えた大学院教育の体質改善～社会や学修者の需要に応える大学院教育の実現～関連データ」(2018年)

１．博士課程に関するデータ －③企業の視点
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■ 総合科学技術・イノベーション会議（第48回）参考資料１ (2020年)

１．博士課程に関するデータ ー④マクロデータ
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■ 総合科学技術・イノベーション会議（第48回）参考資料１ (2020年)

１．博士課程に関するデータ ー④マクロデータ
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１．博士課程に関するデータ ー各調査の回答者情報

科学技術・学術政策研究所

「博士課程在籍者のキャリアパス等に関する意識調査ーフォーカ
ス・グループ・インタビューからの考察ー」(2017年)

科学技術・学術政策研究所
「博士人材データベース（JGRAD）を用いたキャリアパス等に関する意識調査ーJGRAD
アンケート2018結果報告ー」(2019年)
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科学技術・学術政策研究所
「日本の理工系修士学生の進路決定に関する意識調査」(2009年)

科学技術・学術政策研究所
「民間企業の研究活動に関する調査報告2019」(2020年)

１．博士課程に関するデータ ー各調査の回答者情報

14
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２００２年 第一次提言

２．博士人材像に係る関連記述

○ これまでの博士課程は、主として大
学や公的研究機関における研究者の養
成を念頭に置いてきたため、～

○ 世界トップレベルの研究者に求めら
れる能力

～そのためには、「幅広い知識を基盤と
した高い専門性」（「真の専門性」）が重
要である。～

○ ～研究者の概念の中に、企業におい
て研究に従事する者を含むという認識が
極めて低かったといっても過言ではない。

○ ～博士課程卒業者の進路の実態を適
切に踏まえながら、産業界をはじめとする
社会のニーズを満たす人材養成について
真剣に考えることが必要である。～

２００４年 第三次提言

○ 社会ニーズが多様化する中、大学院博
士課程の役割としては、大学等の研究者養
成はもとより、社会の多方面において様々
な役割を担い活躍する人材を輩出する機
能を担っており～

○ ～博士課程を置く各大学においては、
それぞれの課程における人材養成の目的
や取組、学位取得に必要な取得すべき知
識や能力を明確化するとともに、～

○ ～また、急速な技術革新の進展等に伴
い、既に社会で活躍する人材が、更に高度
な専門能力等を身に付けるため博士課程
に進学するケースも増えてきている。

２００６年 第３期科学技術基本計画

② 博士号取得者の産業界等での活躍促進

博士号取得者は、社会の多様な場で、高
度な知識基盤社会をリードし、支え、活躍す
べき存在であるとの観点から、大学院教育
の改革や人材育成面での産学連携を推進し、
社会の多様な場で活躍しうる博士号取得者
の育成を強化する。産業界においては、優れ
た博士号取得者に対し、弾力的で一律でな
い処遇を積極的に講じることが求められる。

また、学生はもとより、大学、産業界等が、博
士号取得者はアカデミックな研究職のみなら
ず社会の多様な場で活躍することが望まし
いとの共通認識を持つことを期待する。 な

お、各大学が、博士課程修了者の進路等の
情報を把握し自らの教育の質の向上に活か
すことが極めて重要であるため、各大学がこ
れら情報の継続的な把握に努めることが望
まれる。

■ 文部科学省 科学技術・学術審議会 人材委員会における博士に関する記述

※ 強調は事務局にて付記。なお、赤色はアカデミックな人材像、青色は社会の多様な場で活躍す
る人材像、黄色は総合的な人材像と考えられる記述。緑色は、社会人博士課程に関する記述。
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２００９年 第四次提言

○ 我が国が世界をリードし続ける国であるため
には、我が国を牽引し、国際的なリーダーシップ
を発揮できる高度な科学技術関係人材を育成す
ることが重要である。このような人材は、産業界
ではイノベーション創出の中核を担い、アカデミ
アでは知的価値、社会的価値や経済的価値の
基礎となる研究成果を生み出し、あるいは産業
界とアカデミアの協働の場で産学にまたがる知
識の全体を俯瞰し異分野を融合するリーダーと
なる者である。～

○ ～このため、国は、産業界のイノベーション
創出やアカデミアのプロジェクト研究に不可欠な
チーム力を最大化できるリーダーを育成するた
め、チームワークを必要とする実践的な課題解
決型の演習等を通じ、リーダーとしての素養・能
力を伸ばす取組を支援するなど、人材育成にお
ける産学連携を推進し、我が国の科学技術シス
テムの改革を加速すべきである。

２０１５年 第７期人材委員会提言 ２０１７年 これまでの検討の整理

○ ～博士号取得者の産業界での活躍を促進
するためには、博士号取得者が、マネジメント力
や複数の専門分野にまたがる様々な問題への
応用力など、チームワークに優れたリーダーや
イノベーション創造の担い手に求められる素養・
能力を身に付ける必要がある。

○ ～社会人が実務上の経験を活かしつつ、よ
り高度な専門知識の習得や知識・経験の体系化、
広い視野、多様な価値観等を養うため、大学院
で高度なリカレント教育を受けることが促進され
るよう、大学院教育を充実させていくことも重要
である。～

○ ～特に、博士号を取得した者については、広
い教養と深い専門知識をもち、かつ社会的課題
の解決にその知識を活用できる人材として、そ
の重要性が更に高まっている。～

○ ～大学等においては、企業等での活躍を志
向する博士人材を育成していくためにも、学部・
修士（博士課程（前期）を含む。以下同じ。）・博
士課程（後期）段階を通じ、専門知識をベースと
しつつ、幅広い視野と課題発見・解決能力、起業
家精神の養成等の教育を実施すべきである。

○ ～特に、修士・博士課程（後期）においては、
高度な専門性に加え、俯瞰力と独創性及び社会
的視野を備え、国内外、産学官にわたり活躍す
ることのできる人材を育成するため、専門分野
の枠を超えた体系的な大学院教育を確立してい
くことが引き続き求められる。～

○ ～我が国の産業界における博士人材に対
する意識には確実に変化が見られており、平成
24 年のアンケート調査結果において、博士課程

修了者を採用した企業の約８割が、博士課程修
了者の印象を「期待通り」「期待を上回った」と評
価していることや、文部科学省の実施する博士
課程教育リーディングプログラムに対して、国内
企業から博士人材の雇用の希望の声が拡大す
るなどの状況が見受けられる。～

○ ～こうした“共創”と“共育”の視点に立った
取組を通じて、博士人材はもとより、社会一般、
さらには、修士課程学生や学部学生などの次代
の博士人材に対して、“我が国の大学院博士

課程における教育改革は着実に進展しており、
民間企業における博士人材の有用性に関する
意識には確実に変化が見られるなど、「知のプ
ロフェッショナル」である博士人材のキャリアパス
は拡大している”
というメッセージを広く発信することにより、優秀

な若者の博士課程への進学を促進し、博士人材
の魅力や有用性に関する社会全般の意識を一
層醸成していくことが重要である。

○ 大学院博士課程の学生について、従来の蛸
壺的な研究に陥らないよう、専門分野の枠を超
えて、俯瞰力と独創力を備え、広く産学官にわた
りグローバルに活躍するリーダーへ導くため、大
学においては、研究科や専攻の枠を超えた博士
課程前期・後期一貫した学位プログラムを開発・
実施するなど、質的な充実に関する取組も着実
に進められてきている。

■ 文部科学省 科学技術・学術審議会 人材委員会における博士に関する記述

※ 強調は事務局にて付記。なお、赤色はアカデミックな人材像、青色は社会の多様な場で活躍す
る人材像、黄色は総合的な人材像と考えられる記述。緑色は、社会人博士課程に関する記述。

２．博士人材像に係る関連記述
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２０１９年 「2040年を見据えた大学院教育のあるべき姿」より抜粋

■ 文部科学省 中央教育審議会 大学分科会における博士に関する記述

（略）

（略）
※ 強調は事務局にて付記。

２．博士人材像に係る関連記述



優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーへと導くため、国内外の第一級の教員・学生を
結集し、産・学・官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前期・後期一貫した世界に通用する質の保障された学位プログラム
を構築・展開する大学院教育の抜本的改革を支援し、最高学府に相応しい大学院の形成を推進する事業。
【広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーに求められる能力】
①確固たる価値観に基づき、他者と協働しながら、
勇気を持ってグローバルに行動する力
②自ら課題を発見し、仮説を構築し、
持てる知識を駆使し独創的に課題に挑む力
③高い専門性や国際性はもとより幅広い知識をもとに
物事を俯瞰し本質を見抜く力 など

博士課程教育リーディングプログラム（2011年度～）

我が国の大学院の教育研究機能を一層充実・強化し、国際的に卓越した研究基盤の下で世界をリードする創造的な人材育成を図るため、
国際的に卓越した教育研究拠点の形成を重点的に支援し、もって、国際競争力のある大学づくりを推進する。

グローバルCOEプログラム（2007年度～）

新たな知の創造と活用を主導し、次代を牽引する価値を創造するとともに、社会的課題の解決に挑戦して、社会にイノベーションをもたら
すことができる博士人材（高度な「知のプロフェッショナル」）を育成することを目的とする事業。

卓越大学院プログラム（2018年度～）
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（参考１） 日本学術振興会における事業

（参考２） 大学院設置基準（抜粋）
第三条
修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又はこれに加えて高度の専門性が求
められる職業を担うための卓越した能力を培うことを目的とする。

第四条
博士課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事す
るに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。

※ 強調は事務局にて付記。なお、黄色は総合的な人材像と考えられる記述。

２．博士人材像に係る関連記述



アカデミア
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・ 特定の分野の知識や方法論を強みとし
て意識する博士修了者

・ 上記以外に幅広い能力（柔軟性・適応
能力、社会的・経済的価値を判断できる
能力等）をもつ企業人材

・アカデミアにおいて、知的価値、社会
的価値や経済的価値の基礎となる研
究成果を生み出す人材

・産業界において、イノベーション創出
の中核を担う人材

・産業界とアカデミアの協働の場におい
て、産学にまたがる知識の全体を俯瞰し
異分野を融合する人材

産業界①

産業界②

・ 特定の分野の知識や方法論を強みと
して意識する博士修了者

文部科学省 人材委員会
第4次提言(2009)

文部科学省 大学分科会
審議まとめ（2019）

博士人材像に関する整理例と議論

セキュリティ分野において、求める博士人材像に応じて、
・どのような人材を求めるか？
・どのような教育（付加価値提供）ができるか？
・どのような活躍をしてほしいか？
（・類型をどのように表現するか？）

整理例
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RA経費の上限を柔軟に考えることについて（整理素案）

情報系・セキュリティ系研究分野では、研究者が獲得する研究費で研究を進める際、他分野と同
様に研究設備等のハードに係る経費に研究費の多くの部分を充てることが重要になる研究もある
ものの、ソフト、とりわけ博士課程学生を研究戦力としてRA経費で迎えることに充てることで大きく

進む研究（※）があり、研究の内容に応じて後者を柔軟に選択できることが合理的であり、かつ、
研究分野全体の発展に資するのではないか。

また、情報系・セキュリティ系研究分野では、AI等の進展もあり民間企業の給与水準が一般的に

高くなっており、優秀な人材を博士課程に迎えるには、現状多く見られる「生活費相当程度」の支
給額では、現実的な経済的インセンティブとして働かない。

このため、この分野においては、RA経費の上限を柔軟に設定できることが非常に重要である。

なお、総合科学技術・イノベーション会議においても、「海外と同様に、博士を目指す学生は「研
究者」としても扱われるべきという発想の転換が必要。博士後期課程学生の研究活動に対する適
正な対価の支払いを当たり前にするとともに、生活面での心配をすることなく研究に打ち込めるよ
う、国を挙げて支援を実施・加速化」するとされており、この方向性を推進すべきである。

他に理由・説明ぶり等はないか。

コンピュータサイエンスを基盤とした研究であって、PIの下で、研究行為としてコーディングや

その試行錯誤を中心としたものが多く必要な場合、研究人材として、柔軟な発想ができ、最新
の計算機・プログラミング環境に慣れているような者を登用することで、大きく研究が進みうる。

こういった表現でよいか。他に挙げるべき特徴や研究はないか。

【素案】

○

○

○

○

（※）
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RA経費の上限を柔軟に考えることについて（整理素案）

○ 大型の研究プロジェクト
複数年の研究費（例えば5年）において、提案申請の際に、RA経費の上限を柔軟に設定し、その
研究期間内で、博士後期課程学生を受け入れ、標準修業年限を終える。

○ 大型の産学共同研究
複数年の共同研究費において、研究計画立案の際に、RA経費の上限を柔軟に設定し、その研究
期間内で、博士後期課程学生を受け入れ、標準修業年限を終える。

○ 研究拠点における展開
（研究拠点に係る支援経費の使途として、上記と同様のことが考えられる。）

【これにより可能になりうるもの】

研究におけるメリット：

柔軟で優秀な人材を得て研究を大きく進めることができる研究におけるメリット：

柔軟で優秀な人材を得て研究を大きく進めることができる ／ 育った博士は次の研究プロジェクトで即
戦力やリーダーとなりうる

在籍中の経済的な不安が解消される ／ 学位取得に繋げられる ／ 大型の産学共同研究参画で実
践的な素養・能力を培い実績を得られる ／ 民間企業で幅広い能力を発揮する就職への見通しを得ら
れる

柔軟で優秀な人材を得て研究を大きく進めることができる ／ 育った博士は自社の次のプロジェクトで
即戦力やリーダーとなりうる

企業のメリット：

博士課程学生のメリット：

在籍中の経済的な不安が解消される ／ 学位取得に繋げられる ／ 最先端の研究プロジェクト参画
で実践的な素養・能力を培い実績を得られる

博士課程学生のメリット：
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